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【目的】当院で は 以前 よ り造影FLAIR 法の有用性に着目 して きま した．今回は，こ の 造影FLAIR 法 の パ ラ メ ータ の 最適化 に つ

い て検討 を行 い ました．

【方法】シ ミ ュ レーシ ョ ン に お い て TR ，　 TE ，　 TI，フ リ ッ プ角を変化 させ ，造影FLAIR 法 にお ける信号変化 の 最適化 を行 い ，疾

患が認め られ造影 の 行 われた症例 に 対 して ，造影前後 に H ．AIR 法を 追加 し各種パ ラ メータ を比較検討し ま した．

  シ ミ ュ レーシ ョ ン を基 にTE 　I　IOms 一
定に し，　 TI を1200ms ，1500ms ，1800ms ，2000ms と変化 させ 撮像 しました．

  TI　1200ms一定 に し，
　 TE を88ms ，

110ms
，

154ms と変化 させ 撮像 しました．

  TE 　88ms 一
定に し，　 TIを1500ms ，1800ms ，2000ms と変化 させ撮像 しました．

【結果1今 回作成 した シ ミ ュ レ
ーシ ョ ン にお い て は

，
SE 法 で はTR を変化 させ る こ とで，造影効果が 変化 し，通常使用するT1 強

調SE 法で は緩和時間の 比較的長い 組織で の 造影効果 の 低下が認め られ ます．

　FLAIR 法 で はTIを 変化 させ る こ と に よ り， 造影効果が 変化 し ます．　 Tl 強調SE 法と比較 して，長い T1緩和時 間 を有す る 組織

にお い て顕著な造影効果を示 し ます．つ まり，FLAIR 法はTl強調SE法 とは異 な っ た組織 に 対 し強 い 造影効果 を示す こ と に な

ります．

　FLAIR 法にお い てTR を変化 させ た場合，組織の 造影効果は大 きく変化 しませ ん ．

　反転 パ ル ス の フ リッ プ角を変化させ た場合，組織の 造影効果 の 低下 が 認め られ ます．

　TI を変化さ せ る こ とに より造影に よる 組織 コ ン トラ ス トを変化 させる こ とが可能で ある こ とが示されま した．脳実質，腫

瘍，浮腫 の コ ン トラ ス トは，造影FLAIR 法に お い て ，　 TIが 1500ms か ら 1800ms ，　 TE が 88ms か ら110rnsで 良好 な結果が得 られ

ま した．

　造影T1 強調 SE 法との 比較で は，造影FLAIR 法は腫瘍被膜の描出 に優れ ，浮腫を始め とす る腫瘍周囲 の 描出 に優れ て い まし

た．

【まとめ】造影FLAIR 法は，　 T1 緩和時間 の 比較的長い 組織で の造影感受性が高い こ とを示 しました．転移性脳腫瘍 ， 神経膠芽

腫，乏突起膠腫な ど，造影T1 強調画像 で 造影効果 が高い 組織と低い 組織が 混在する症例，お よ び浮腫を伴 う症例 などに おい

て は コ ン トラ ス ト分解能が向上 し，腫瘍の浸潤などの 範囲の特定に有用 と考え られました．
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